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平成１７年度（第４９回）結核対策推進優良市町村の表彰について 

平成１７年９月３０日 

奈良市保健所 保健予防課 

電話０７４２－２３－６１７３ 

 

平成１７年９月２８日（水）に、結核対策が優れている市として財団法人結核予防会から

奈良県として初めて奈良市が表彰を受けました。表彰式には、当会の総裁秋篠宮妃殿下から、

奈良市長他１０市町村長に対して表彰状と盾が授与されました。当日は、総裁秋篠宮妃殿下

のお言葉をはじめ尾辻厚生労働大臣の祝辞等があり、また被表彰者を代表して奈良市長が感

謝の言葉をのべた。午後からは、各市町村長が午餐会に招かれ、総裁と御歓談後行事は終了

した。 

記 

 

表彰日時  平成１７年９月２８日（水）１１時２０分～ 

場  所  ホテルニューオータニ 

       東京都千代田区紀尾井町４－１ 

 

表彰事由   結核は今でも最大の感染症で、空気感染することから、高齢者だけでなく、

若者の感染も増加している。奈良市でも毎年約１００人あまりの新患者が発生

しています。奈良市では、平成１４年度に中核市となり保健所が設置され、重

点課題として結核予防対策に取り組んできた。そのひとつとして平成１５年度

からＤＯＴＳ事業を開始した。 

ＤＯＴＳ事業とは、結核患者治療成功率の向上のために結核患者に対して保

健師等が訪問指導等により直接服薬支援を行い、多剤耐性結核の減少をはかる

ものです。今回その成果が認められ、受賞に至った。 

 

被表彰１１市町村 

      山形県天童市、福島県富岡町、茨城県那珂市、群馬県鬼石町、埼玉県三芳町、 

      富山県黒部市、岐阜県岐阜市、奈良県奈良市、和歌山県花園村、鳥取県北条町 

      香川県香南町 

 

表彰式   １１時２０分～１１時４５分 

      １）開会 

２）結核予防会総裁秋篠宮妃殿下お言葉 

３）結核予防会会長あいさつ 

４）表彰 

５）厚生労働大臣祝辞 

６）被表彰者謝辞（代表 奈良市長 藤原 昭） 

７）閉会 

総裁招待御餐会  １２時００分～１２時４５分 


